
New Tools for Vehicle 
Electronics
高いデータ転送レートであらゆる用途に対応

新しい FETK高速 ECUインターフェースおよび ES89x ECU/バスインターフェースモジュールの

発売に伴い、ETASは電子システムの検証と適合だけでなく、電子制御装置の新機能のプロトタイ

ピングを行うための新しいソリューションを市場に導入開始しています。データ転送速度が 20倍

に高速化されたおかげで、これらの新しいツールは、実車およびテストベンチで行われる高機能な

テストのニーズに対応できます。

排ガス基準や安全基準に加えて、主にエ

レクトロモビリティ、運転者支援システ

ムや自動運転の進歩、および世界中で入

手可能な車両モデルの数の増大といった

非常に多くの要因が、電子的に制御され

る車載システムの適合と検証をさらに複

雑にしています。

ますます強力になる車載のエレクトロニ

クスと多彩なソフトウェアを的確に機能

させるために、開発者および適合エンジ

ニアには、大量の ECUデータの取得と

適合と効率的に行える手段が必要です。

ETASは FETK高速 ECUインターフェー

スデバイスおよび ES89x ECU/バスイン

ターフェースモジュールという、効率を

格段に向上させる 2つの新製品を開発し

ました（図 2）。

遅延少なく高速にデータ転送を行うため

の ECUインターフェース

CANなどのシリアルインターフェース

とは異なり、新しい FETKインターフェー

スが外部通信を行うための ECU計算

能力は実質上まったく必要ありません。

FETKインターフェースが、ECUからデー

タを専用のインターフェース経由で取得

して ES89xモジュールに転送し、それ

を ES89xモジュールが他のソースから

のデータと一緒に PCまたはラップトッ

プに送ります。

ギガビットイーサネットの恩恵により、

最大で 120Mbit/sという、イーサネッ

ト接続では最大のデータ転送速度を達成

することができます。17Mbit/sという

ECUデータ取得速度は、FETK単体で、

すでに達成されています。将来、この新

しいインターフェースモジュール ES89x

と FETKからなるシステムにより、2つ

の FETKを並列に接続できるようになり

ます。1台の ES89xから得られるデー

タレートが 50Mbit/sを上回ることが期

待されています。

この ECUインターフェースで取得され

たデータは、PCまたはラップトップか

ら ETASの計測・ECU適合・診断環境

である ETAS INCAを利用して、通信時

にリアルタイムに処理されます。この仕

組みにより、ECU内のパラメータをユー

ザーが変更することや、INCAに自動的

に修正させることも可能になります。

この FETKインターフェースはコンパク

トで、電気的にも熱的にも車載向けに設

計されています。このインターフェース

には専用電源があるので、ECUの作動

状態とは無関係にテストを行うことがで

きます。ECUインターフェースハード

ウェアは制御機能からも 10µs未満のサ

イクルタイムで時系列に従ってデータを

取得することができます。さらに、この

FETKインターフェースを使用すれば、

ECUのフラッシュメモリへの書込みを効

率的に、しかもデバッガによる書込みと

同じくらい安全に行うことができます。

この FETKソリューションは、計測・適

合機能の実行にはもちろん、高速でタイ

ムクリティカルな制御介入（ファンク

ションバイパスとも呼ばれています）の

処理にも理想的です。開発者はモデル

ベースのアプローチを実践してバイパス

手法に頼る傾向にあるので、ここでは遅

延が出来る限り少ないことが非常に重要

です。ETAS ASCETまたはMATLAB®/

Simulink®を使用して新しい制御機能を

開発し、プロトタイピングハードウェア

上で実行するというのが一般的な方法に

なっています。

プロトタイピングハードウェアは、

FETKインターフェースを搭載する ECU

との通信を、ES89xモジュール経由でリ

アルタイムに行います。これにより、新
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自動車エレクトロニクスのための新ツール



2 x CAN (FD)

1 x LIN + 1 x CAN (FD)

1 x FlexRay / 2 x CAN (FD)

2 x FETK /1 Gbit/s Ethernet

1 x 100 Mbit/s Ethernet

1 x Host (1 Gbit/s Ethernet)

図 2: 新しい ETAS FETK高速 ECUインターフェースおよび 

ES891 ECU/バスインターフェースモジュール
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図 1: ETASの将来の計測・適合・プロトタイピングシステムを搭載したテスト車両。ES800システムは FETKまたはシリアル ECUインターフェース経由で

ECUと通信し、ビークルバスや車内のその他のデジタルまたはアナログ信号ソースから計測データを取得します。この例では、計測結果の全てがデータロガー

により記録されます。開発のエキスパートは評価用データを、運転試験終了時にモバイル通信経由で取得します。
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規のソフトウェア制御機能を修正でき、

さらにそれらの機能を実車やテストベン

チですぐに検証することができます。タ

イムクリティカルな制御機能では、バイ

パス信号がプロトタイピングハードウェ

アと ECUの間を、できるだけ低遅延で

流れる必要があります。FETKインター

フェースと ES89xにより、プロトタイ

ピングハードウェアと ECUの間を両方

向に流れる 128バイト信号は 100µs未

満の遅延で確実に通信されます。

次世代の ECU/バスインターフェース

高いデータ転送速度、低遅延性、さらに

新しい ECUに容易に統合できるという

特長が見事に組み合わさった結果、この

FETKインターフェースは、ほとんどどこ

でも使用できるものになりました。また、

ETAS と Freescale、lnfineon、Renesas

などのメーカーとの素晴らしい協力によ

り、このインターフェースを新しいマイ

クロコントローラにも適合させることが

可能です。この FETKハードウェアによ

り、操作上の利便性が極限まで高まりま

す。ES89xモジュールへのギガビット

イーサネット接続は汎用接続なので、こ

のモジュールはどのような FETK ECUプ

ロジェクトにも、何の設定も行うことな

くシームレスに統合することができます。

この新しい ES89x ECU/バスインター

フェースモジュールは、ECUおよびビー

クルバスから計測データを取得し、ECU

の適合・診断・フラッシュ書込みおよび

新しい ECU機能のプロトタイピングに

対応します。

ES89xを使用すると、これらの用途の

ために 2つの FETKインターフェースを

直接接続することができます。さらに、

ES891 および ES892 は XETK とイー

サネット、および FlexRay（ES891）、

CAN、CAN-FD、LINのビークルバスを

サポートしています。これらのモジュー

ルは入ってくるすべての計測信号を 1マ

イクロ秒の精度で同期的に取得します。

ES89xモジュールは機械的に積み重ね

られるように設計されているので、モ

ジュール間を機械的にも電気的にも強固

に接続できます。1台の車両に FETKイ

ンターフェース搭載 ECUが 3つ以上装

備されている場合には、複数台の ES89x

モジュールを結合して、接続している

すべての FETKまたはシリアルインター

フェースからのデータを自動的に同期さ

せることができます。また、ES89xモ

ジュールを追加する拡張はもちろん、現

在 ETASで開発中のプロトタイピング

ハードウェアやデータロガーを追加する

拡張も可能です。この新しい ES800製

品ファミリのどの製品も、将来の電気自

動車システムの機能を保護するのに役立

ちます（図 1）。

今後の展望

ETASの FETKは強力な ECUアクセス

を提供するので、ECUの検証・適合に

も電気自動車システムのタイムクリティ

カルな機能のプロトタイプ開発にも同じ

ように好適なソリューションになりま

す。この独自の組み合わせをベースとす

る FETKインターフェース搭載の開発用

ECUなら、適合とプロトタイピングと

いう 2つの領域で効果を発揮できます。

さらに、今後数カ月のうちに、強力でフ

レキシブルなプロトタイピングハード

ウェアおよび包括的なデータロガーソ

リューションが ES800製品ファミリに

加わる予定です。後者により、丸一日分

の ECUソフトウェア変数およびシリア

ルデータバス信号を途切れることなく記

録できるようになります。
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ES89x ECU/バスインターフェースモジュール ̶ 

オープン且つ規格にも適合

■■ 新しい ES89xモジュールは ES400/ES600計測 

モジュール、XETK ECUインターフェース、 

ES51x/ES52x/ES59xシリーズの ECU/バス 

インターフェースモジュール、および 

ES9xxシリーズのプロトタイピング / 

インターフェースモジュールといった既存の 

ETAS製品ファミリに対応しています。 

この新モジュールには、イーサネットに基づいて 

カスタムハードウェアも容易に統合できます。 

■■ ES89xモジュールは、XCP-on-Ethernetプロトコル

を元来サポートしており、ETAS製および他社製の 

どちらのソフトウェアアプリケーションでも、FETK

または XETKインターフェースを搭載する電子制御

装置と通信することができます。 

■■ IEEE1588規格に適合する時刻同期により、 

ES89xモジュールを異機種環境のテスト構成にも 

自動化ソリューションにも、中央のクロックを 

一元的に用いて容易に統合できます。 

■■ ETASは ES89xモジュールのバスインターフェース

を他社製ツール（CANape、VISIONなど）に 

統合するためのライブラリを提供しています。




